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熱帯医学研究所

○ＪＲ長崎駅から
　▶路面電車 「長崎駅前」（赤迫行き）→「原爆資料館」下車 → 徒歩
　▶長崎バス 「長崎駅前」（８番系統下大橋行き（医学部経由））→「医学部前」下車

熱帯医学研究所
国立大学法人 長崎大学

所在地　〒852-8523　長崎市坂本１丁目 12-4
ＵＲＬ　http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

研究所までの道順
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　▶路面電車 「浦上駅前」（赤迫行き）→「原爆資料館」下車 → 徒歩

○長崎空港から
　▶県営バス 「長崎空港４番のりば」（長崎駅前行き（昭和町経由／昭和町・住吉経由））→
 →「浜口町」下車 → 徒歩

熱帯医学研究所
国立大学法人 長崎大学



総合目標

組織図

臨床感染症学分野 小児感染症学分野

臨床開発学分野

臨床研究部門

熱帯医学ミュージアム

共同研究室

熱帯医学教育室

バイオリソースセンター

顧みられない熱帯病イノベーションセンター

人道支援調整室

附属施設

所　長

ウイルス学分野 新興感染症学分野

細菌学分野 原虫学分野

寄生虫学分野 分子疫学分野（外国人客員）

病原体解析部門

宿主病態解析部門

教授会 運営会議

免疫遺伝学分野 感染生化学分野

病理学分野 エイズ・感染防御分野（客員）

生態疫学分野 国際保健学分野

国際健康開発政策学分野 病害動物学分野

環境医学部門

ケニアプロジェクト拠点 ベトナムプロジェクト拠点

アジア・アフリカ感染症研究施設

熱研運営協議会

拠点運営協議会

感染症内科（熱研内科）診療科大学病院

NEKKEN

　熱帯地域に存在する複雑多様な自然・社会環境が、熱帯病をはじめとする錯綜した健康問題を引き起こし続けている。
国際交流の進展が著しい今日、これらの問題は世界的視野に立って解決されなければならない。
　長崎大学熱帯医学研究所は、上述の認識に基づき、熱帯病の中でも最も重要な領域を占める感染症を主とした疾病と、
これに随伴する健康に関する諸問題を克服することを目指し、関連機関と協力して以下の項目の達成を図るものである。

１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
３．上記に係る研究者と専門家の育成

沿　革

2018 年５月
長崎大学熱帯医学研究所

所長　平山　謙二

熱帯感染症の克服をめざして
1942. 3 長崎医科大学附属「東亜風土病研究所」設立
1946. 4 長崎医科大学「風土病研究所」
1949. 5 新制長崎大学附置「風土病研究所」
1967. 6 長崎大学附置「熱帯医学研究所」
1967. 6 医学部附属病院に「熱帯医学研究所

内科（熱研内科）」
1978. 4 「熱帯医学研修課程」スタート
1983. 4 JICA集団研修コース「熱帯医学研究

コース」スタート
1989. 5 全国共同利用研究所
1993.11 WHO協力センター指定
1995. 4 文部省卓越研究拠点（COE）指定
1997. 4 附属「熱帯感染症研究センター」
2003. 4 21世紀COEプログラム「熱帯病・新興感

染症の地球規模制御戦略拠点」スタート
2006. 4 熱帯医学修士課程 (MTM) 開講
2008. 4 附属「アジア・アフリカ感染症研究施

設」「熱帯医学ミュージアム」
2008. 6 文部科学省グローバルCOEプログラ

ム「熱帯病・新興感染症の地球規模統
合制御戦略」スタート

2009. 6 全国共同利用・共同研究拠点「熱帯医
学研究拠点」認定

2011. 4 臨床系2分野純増
2012. 4 「熱帯病・新興感染症制御グローバル

リーダー育成プログラム」開講
2017.11 熱帯医学研究所創立75周年式典

　長崎大学熱帯医学研究所は、熱帯医学研究を目的とする国内唯一の公的機関です。本
研究所は文部科学省より全国共同利用「熱帯医学研究拠点」の認定を受け、外部委員会に
よる運営体制のもと全国の研究者コミュニティに開かれた研究所として国内の熱帯医学研
究の高度化国際化に貢献してまいりました。現在の組織は４大部門（15研究分野）、２附
属施設、および診療科で構成され、教員約70名（有期を含む）、職員50名、大学院生約
100名が在籍しております。国際的には、1993年から世界保健機関（WHO）協力センター
（熱帯性ウイルス病に関する資料と研究）に指定され現在に至っております。
　さて、熱帯地域にはその過酷な自然・社会環境を背景として多数の開発途上国が存在
し、古典的熱帯病に加え、新興感染症から生活習慣病まで深刻な健康問題を引き起こし
ています。また、国際交流の進展が著しい今日、これら途上国の問題は温帯に位置する
先進諸国にも重大な影響を及ぼしており、国連の維持可能な開発目標（SDGｓ）に示さ
れた通り、世界的な視野に立って解決すべき課題となっております。当研究所はこの課題
克服を目指し、下記に掲げる総合目標（Mission Statement）を掲げております。

　１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究
　２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康増進への国際貢献
　３．研究者と専門家の育成

　このパンフレットは本研究所の組織や活動を紹介するものです。各分野（ケニア、ベト
ナムの海外研究施設を含む）の研究は、マラリア、住血吸虫、コレラ、デング熱、黄熱など
の熱帯感染症やエイズ、SARS、エボラ出血熱、結核などの新興再興感染症など多岐に
わたります。これらの感染症の基礎的な病理病態、疫学、臨床、さらには媒介動物、自然
環境、社会環境など幅広い領域の研究が実施されております。また、国内外での社会貢
献活動状況や、人材育成事業として行っている大学院教育（博士課程・修士課程）、各種
教育研修コースなども紹介しております。
　どうぞ当研究所のめざすところをご理解いただき、今後ともさらなるご支援をお願いい
たします。
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熱帯医学研究拠点
　本研究所は、国内唯一の熱帯医学研究を目的とする文部科学省
所管の公的機関で、2009年6月に文部科学大臣から共同利用・
共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」として認定された。

 （1）拠点の目的
　感染症はヒトが自然界の中で生きていく上で避けられない他の
生物との共生関係の破綻に起因している。感染症の撲滅が拠点の
究極の目的であるが、そのために必要なのは他の生物の排除では
なく、他の生物との破綻のない相互関係の樹立である。このよう
な相互関係の樹立には幅広い学問領域の統合による学際的な研
究組織による知の集積が必須となる。
　熱帯地域にはその特殊な環境や社会経済状況を反映してマラ
リアなどの熱帯感染症が蔓延しており、保健衛生上大きな問題と
なっている。また新興・再興感染症と呼ばれる新出現ウイルス病
や、HIV、結核なども熱帯地域が中心となって地球規模で拡大し
ているのが現実である。熱帯地域は人類が感染症と闘う戦場であ
ると同時に、その感染症制御のための新たな知識を集積し新技術
を創造するための巨大な実験場となっている。
　熱帯医学研究拠点では、これまでの国際的な活動実績とアジ
ア・アフリカ感染症研究施設などの研究基盤を背景として、国内の
多様な領域の研究者とともに、感染症の流行する現場に根ざした
共同研究を企画し遂行する。さらに地球規模で流行する感染症に
関する研究に資する情報やサンプルのリソースセンターとして、研
究会の開催や研究支援サービスを行う。上記の活動により、感染
症制御に資する知と技を創造する研究者コミュニティの維持活性
化を拠点の目的とする。

 （2）拠点の全体計画の概要
共同研究
熱帯病・新興感染症の臨床・疫学公衆衛生学をベースにした基
礎及び応用研究プロジェクトを全国に公募し、拠点の受け入れ
責任者を指定して採択し、共同研究の内容に応じて研究所内の
共同研究施設や附属施設の利用に便宜を図る。研究プロジェク
トには現地の研究者も参加することができる。

研究集会
関連研究の情報交換や共同研究の促進のための国際的な研究
会や研究技術の普及のための研修会を公募し運営する。

リソースセンター
研究や教育に資するバイオリソースとなる病原体や遺伝情報の
集積保存、全国配布を行う。

 （3）拠点の運営組織等
　所長の諮問に応じる機関として、拠点の運営に関する重要な事
項を審議する熱帯医学研究拠点運営協議会を設置した。運営協
議会は、拠点の活動、共同研究及び研究集会の募集要項、共同研
究及び研究集会の課題の採択、熱帯医学研究拠点年次報告書の
編集に関する事項等を審議する。なお、運営協議会は、研究者コ
ミュニティの意向を運営に反映させるために、委員総数の二分の
一以上を熱帯医学に関連する研究者コミュニティからの外部有識
者で構成する。
　運営協議会は、必要に応じて熱帯医学研究に関する専門的事
項を諮問する専門委員を任命することができる。
　拠点の活動を支援する体制として、熱帯医学研究拠点支援室を
設置した。支援室の運営にあたっては、熱帯医学研究所の教授が
室長を兼任し、運営協議会の意向にそった活動を担う。支援室の
事務は研究所事務部全体であたり、課題の特殊性にもより肌理細
やかに対応できるようにする。

会　計（2017年度）

収 入 支 出
合計

1,956,797（千円）
合計

1,748,829（千円）

運営費交付金
671,225（千円）

自己収入（交付金対象）
160,019（千円）

共同研究（外部資金）
43,879（千円）

受託研究（外部資金）
1,011,249（千円）

受託事業（外部資金）
34,086（千円）

寄附金（外部資金）
25,021（千円）

金額（千円） 件数

その他の補助金
11,318（千円）

共同研究（外部資金）
32,894（千円）

自己収入（交付金対象）
160,190（千円）

受託事業（外部資金）
34,086（千円）

寄附金（外部資金）
28,435（千円）

運営費交付金
671,225（千円）

その他の補助金
11,318（千円）

受託研究（外部資金）
810,681（千円）

外部資金受入状況内訳（2017年度）
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自
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34,086（千円円））

寄附金（外部資金）
28,435（千円）

その他の補助
11,11 318（千円

受託研究（外究（外外外外
810,68

共同研究（外部資金）
32,894（千円）

自己収入（交付金
160,190

運営費交
671,225（千

支 出
合計

1,748,829（千円）

自己

外部外外部部資金資金金）
81（千（千円）円）

職員数（2018年5月1日）

科学研究費補助金（文部科学省）（2017年度）

基盤（A）
海外学術

基盤（B）
海外学術

基盤（B）
一般

基盤（C）
一般

挑戦的
萌芽

職　名

現　員

外数（兼任教員）

外数（有期雇用）

教　授

13

1

准教授
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1

1

講　師

3

助　教
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20

小　計
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2

21

その他教員

8

7
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若手（B） 特別研究員
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51,610（千円）
10件

44,590（千円）

4件

23,660（千円）
12件

17,810（千円）

2件

3,510（千円）

9件

16,640（千円）

2件

2,530（千円）

1件

14,560（千円）

45件174,910（千円）熱帯医学研究所

熱帯医学研究拠点運営協議会

諮問・答申

所　長

運営体制

拠点運営の重要事項の審議を行う。

研究者コミュニティ

公募研究

研究者コミュニティの意向を
反映できる者を運営協議会委
員に委嘱する。

熱帯医学研究拠点専門委員
専門的事項の検討を行う。

熱帯医学研究拠点支援室
拠点運営の支援。運営委員会の意向にそっ
た活動を担う。

共同研究課題

共同研究課題

共同研究課題

19件

31件

6件

29件

2件

87件

43,879（千円）

1,011,249（千円）

34,086（千円）

25,021（千円）

1,125,553（千円）

11,318（千円）

熱帯医学研究所運営協議会委員
 （学外委員）
狩野　繁之（国立国際医療研究センター）、大曲　貴夫（国立国際医療研究センター）、玄　学南（帯広畜産大学）、
渡辺　知保（国立環境研究所）、押谷　仁（東北大学）、遠藤　弘良（聖路加国際大学）

熱帯医学研究拠点運営協議会委員
 （学外委員）
河津　信一郎（帯広畜産大学）、松本　壮吉（新潟大学）、西園　晃（大分大学）、宮沢　孝幸（京都大学）、阿戸　学（国立感染症研究所）、
佐々木　敏（東京大学）、森　臨太郎（国立成育医療研究センター）、澤邉　京子（国立感染症研究所）
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熱帯医学研究拠点
　本研究所は、国内唯一の熱帯医学研究を目的とする文部科学省
所管の公的機関で、2009年6月に文部科学大臣から共同利用・
共同研究拠点「熱帯医学研究拠点」として認定された。

 （1）拠点の目的
　感染症はヒトが自然界の中で生きていく上で避けられない他の
生物との共生関係の破綻に起因している。感染症の撲滅が拠点の
究極の目的であるが、そのために必要なのは他の生物の排除では
なく、他の生物との破綻のない相互関係の樹立である。このよう
な相互関係の樹立には幅広い学問領域の統合による学際的な研
究組織による知の集積が必須となる。
　熱帯地域にはその特殊な環境や社会経済状況を反映してマラ
リアなどの熱帯感染症が蔓延しており、保健衛生上大きな問題と
なっている。また新興・再興感染症と呼ばれる新出現ウイルス病
や、HIV、結核なども熱帯地域が中心となって地球規模で拡大し
ているのが現実である。熱帯地域は人類が感染症と闘う戦場であ
ると同時に、その感染症制御のための新たな知識を集積し新技術
を創造するための巨大な実験場となっている。
　熱帯医学研究拠点では、これまでの国際的な活動実績とアジ
ア・アフリカ感染症研究施設などの研究基盤を背景として、国内の
多様な領域の研究者とともに、感染症の流行する現場に根ざした
共同研究を企画し遂行する。さらに地球規模で流行する感染症に
関する研究に資する情報やサンプルのリソースセンターとして、研
究会の開催や研究支援サービスを行う。上記の活動により、感染
症制御に資する知と技を創造する研究者コミュニティの維持活性
化を拠点の目的とする。

 （2）拠点の全体計画の概要
共同研究
熱帯病・新興感染症の臨床・疫学公衆衛生学をベースにした基
礎及び応用研究プロジェクトを全国に公募し、拠点の受け入れ
責任者を指定して採択し、共同研究の内容に応じて研究所内の
共同研究施設や附属施設の利用に便宜を図る。研究プロジェク
トには現地の研究者も参加することができる。

研究集会
関連研究の情報交換や共同研究の促進のための国際的な研究
会や研究技術の普及のための研修会を公募し運営する。

リソースセンター
研究や教育に資するバイオリソースとなる病原体や遺伝情報の
集積保存、全国配布を行う。

 （3）拠点の運営組織等
　所長の諮問に応じる機関として、拠点の運営に関する重要な事
項を審議する熱帯医学研究拠点運営協議会を設置した。運営協
議会は、拠点の活動、共同研究及び研究集会の募集要項、共同研
究及び研究集会の課題の採択、熱帯医学研究拠点年次報告書の
編集に関する事項等を審議する。なお、運営協議会は、研究者コ
ミュニティの意向を運営に反映させるために、委員総数の二分の
一以上を熱帯医学に関連する研究者コミュニティからの外部有識
者で構成する。
　運営協議会は、必要に応じて熱帯医学研究に関する専門的事
項を諮問する専門委員を任命することができる。
　拠点の活動を支援する体制として、熱帯医学研究拠点支援室を
設置した。支援室の運営にあたっては、熱帯医学研究所の教授が
室長を兼任し、運営協議会の意向にそった活動を担う。支援室の
事務は研究所事務部全体であたり、課題の特殊性にもより肌理細
やかに対応できるようにする。

会　計（2017年度）

収 入 支 出
合計

1,956,797（千円）
合計

1,748,829（千円）

運営費交付金
671,225（千円）

自己収入（交付金対象）
160,019（千円）

共同研究（外部資金）
43,879（千円）

受託研究（外部資金）
1,011,249（千円）

受託事業（外部資金）
34,086（千円）

寄附金（外部資金）
25,021（千円）

金額（千円） 件数

その他の補助金
11,318（千円）

共同研究（外部資金）
32,894（千円）

自己収入（交付金対象）
160,190（千円）

受託事業（外部資金）
34,086（千円）

寄附金（外部資金）
28,435（千円）

運営費交付金
671,225（千円）

その他の補助金
11,318（千円）

受託研究（外部資金）
810,681（千円）

外部資金受入状況内訳（2017年度）
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職員数（2018年5月1日）

科学研究費補助金（文部科学省）（2017年度）
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2件
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1件

14,560（千円）

45件174,910（千円）熱帯医学研究所

熱帯医学研究拠点運営協議会

諮問・答申

所　長

運営体制

拠点運営の重要事項の審議を行う。

研究者コミュニティ

公募研究

研究者コミュニティの意向を
反映できる者を運営協議会委
員に委嘱する。

熱帯医学研究拠点専門委員
専門的事項の検討を行う。

熱帯医学研究拠点支援室
拠点運営の支援。運営委員会の意向にそっ
た活動を担う。

共同研究課題

共同研究課題

共同研究課題

19件

31件

6件

29件

2件

87件

43,879（千円）

1,011,249（千円）

34,086（千円）

25,021（千円）

1,125,553（千円）

11,318（千円）

熱帯医学研究所運営協議会委員
 （学外委員）
狩野　繁之（国立国際医療研究センター）、大曲　貴夫（国立国際医療研究センター）、玄　学南（帯広畜産大学）、
渡辺　知保（国立環境研究所）、押谷　仁（東北大学）、遠藤　弘良（聖路加国際大学）

熱帯医学研究拠点運営協議会委員
 （学外委員）
河津　信一郎（帯広畜産大学）、松本　壮吉（新潟大学）、西園　晃（大分大学）、宮沢　孝幸（京都大学）、阿戸　学（国立感染症研究所）、
佐々木　敏（東京大学）、森　臨太郎（国立成育医療研究センター）、澤邉　京子（国立感染症研究所）
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病原体解析部門

ウイルス学分野

教　　授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

助　　教

助　　教

森田　公一
MOI MENG LING
井上　真吾
早坂　大輔
鍋島　武
MYA MYAT NGWE TUN

●本分野は日本脳炎ウイルス、デングウイルス、ジカ
ウイルス、チクングニヤウイルス、重症熱性血小板減
少症候群（SFTS）ウイルス等の節足動物媒介性（ア
ルボ）ウイルスの基礎的・応用的研究を行っている。

●アジア・アフリカにおいて分離されたデングウイ
ルスや日本脳炎ウイルス、チクングニヤウイルス等
の分子疫学的解析により、ウイルスの移動を明らか
にすると共に、発病機構や重症化に係るウイルス病
原性遺伝子の探索を行っている。

●デングウイルスの感染性クローンを構築し、細胞、
動物レベルにおける増殖性、病原性の比較からウイ
ルス遺伝子の機能を解明し、ワクチン開発のための
基礎研究を実施している。デングワクチン開発につい
てはGHIT事業の支援をうけ、米国の研究機関との共
同でその有効性についての検証を実施している。

●デングウイルスやSFTSウイルス等の感染がどの
ように病気を起こすかについて、主にマウスモデル
を用いて、免疫、病理学的解析や分子イメージング
技術による解析を行っている。

●PCR法やLAMP法、LC/MS法、イムノクロマト
法等を用いてウイルス遺伝子やタンパク質を短時
間で検出・同定する手法や血清診断法の開発を
行っている。

●1993年11月23日以降「熱帯性及び新興感染症
ウイルスのレファレンス及び研究のためのWHO協
力センター」として認定を受け、ベトナム、フィリピ
ンなど多数の開発途上国から研修生を受け入れ、
WHO短期コンサルタントとして専門家をWHOの
活動に派遣している。

病原体解析部門

新興感染症学分野

病原体解析部門

細菌学分野

病原体解析部門

原虫学分野

講　　師

助　　教

和田　昭裕
中野　政之

　細菌学分野は熱帯地に蔓延または熱帯地から伝播され
る細菌感染症とその原因細菌に関する研究、とくに感染成
立に関与する種々の病原因子の研究を展開している。

　ヘリコバクター・ピロリは消化性潰瘍、MALTリンパ
腫、胃癌などの原因細菌であり、熱帯地域を含む発展
途上国においては20歳前に約80％のヒトが感染して
いる。本菌の病原性について、空胞化毒素VacAおよ
び４型分泌装置で宿主に注入されるエフェクター分
子、CagAの感染における役割を解析している。
　VacAは空胞変性のみならずミトコンドリア障害
（1）によるアポトーシス（2）など多様な毒性を発揮す
る。とくに細胞接着に重要なGit1のリン酸化（3）およ
びp38MAPキナーゼ/ATF-2経路の活性化は空胞変
性とは関係しない（4）。VacAの宿主受容体蛋白は２種
の受容体型チロシンフォスファターゼ（RPTPαと
RPTPβ）である事を明らかにした（5、6、7）。興味深い
ことにVacAが胃炎や胃潰瘍などの胃粘膜障害を引き

起こすためにはRPTPβとの結合が必須である（3）。
　最近、我々はこれまでVacAとの結合が判っていたもの
のその分子の構造と機能が不明な膜蛋白p500を同定
し、その機能を詳細に調べた。胃由来株化細胞AZ-521か
らp500を精製して、p500がLRP1（低密度リポタンパク
質受容体関連タンパク質1、low-density lipoprotein 
receptor-related protein 1）であることを明らかにす
るとともに、VacAはLRP1との結合を介してAZ-521細
胞にオートファジーを誘導し、他のVacA受容体では誘導
されなかった。LRP1 がオートファジー誘導に関与する初
めての知見であり、VacAによる過剰なオートファジー誘
導はアポトーシス誘導を引き起こすことも示された(8)。
興味深いことに、ヘリコバクター・ピロリから宿主細胞
へ注入された発ガン蛋白質CagAは、VacAが引き起
こすオートファジーによって分解されるが、がん幹細胞
のマーカー分子の1つであるCD44 var i ant  9
（CD44v9）発現細胞ではこのオートファジーから逃
れ、蓄積する仕組みを獲得していることが判明した。

教　　授

講　　師

助　　教

助　　教

金子　修
上村　春樹
矢幡　一英
麻田　正仁

　マラリアは世界の熱帯・亜熱帯地域で流行する
重篤な原虫感染性疾患であるが、ワクチンはなく、
薬剤耐性原虫が問題となっている。当分野では、マ
ラリア原虫の生物としての基礎的な理解がマラリア
制御のためのツールの開発に必要と考え、寄生適応
のために原虫が進化させてきた様々な分子機構の
解明を中心テーマとして、ヒトのマラリア原虫やネ
ズミマラリア原虫、サルマラリア原虫を用いて研究
を進めている。マラリア原虫は赤血球を認識した後
に、赤血球との間で強固な結合を形成し、続いて寄
生胞を形成しつつ赤血球内に侵入する。当分野の主
要なテーマとして、この赤血球侵入の各ステップで

利用される分子と各ステップをつなぐシグナルを明
らかにすることを目指している。また、マラリア原虫
は寄生した赤血球を接着しやすくすることで宿主防
御機構から逃れ、また、それにより重症化する。原虫
による赤血球改変機序を理解する研究も分野の大
きな研究テーマである。他にも、世界各地で収集し
た試料を用いたマラリア原虫の分子進化や薬剤耐
性遺伝子の分子疫学、三日熱マラリア原虫の休眠
現象の解明、偶蹄類マラリア原虫を用いた新規マラ
リアモデルの確立といった研究も進めている。マラ
リアに加えて、南米で問題となっているシャーガス
病を引き起こすトリパノソーマ原虫のトランスシア
リダーゼの機能と発現機序や環境適応機構に関す
る研究、マラリア原虫と近縁で畜産分野で問題と
なっているバベシア原虫の細胞侵入と細胞修飾の
分子機構、ピロプラズマ原虫の遺伝子改変技術開
発についての研究も行っている。

教　　授

助　　教

助　　教

助　　教

助　　教

安田　二朗
黒﨑　陽平
浦田　秀造
阿部　遥
吉川　禄助

●新興感染症学分野では、分子～細胞～動物個体
～生態系レベルでウイルス研究を進めることによ
り、ウイルス感染症の制圧を目指している。

●エボラウイルス、マールブルグウイルス、ラッサウ
イルスなどの出血熱ウイルスやインフルエンザウイ
ルスなど重篤な疾患を引き起こすウイルスが宿主
細胞内でどのようなメカニズムで増殖しているのか
を解析している。特に、ウイルス性因子と宿主因子
の相互作用および抗ウイルス活性をもつ細胞性因
子の機能解析を中心に研究を進めている。

●出血熱ウイルスやインフルエンザウイルスに対し
て抗ウイルス活性をもつ細胞性因子の同定及び化
合物のスクリーニングを行い、動物個体レベルで感
染・発症を抑制することができる新規抗ウイルス療
法の開発を進めている。

●新興・再興感染症の病原体を迅速・簡便かつ高感
度に検出できる新規検査法を開発している。

●アルベルト・シュバイツアー博士ゆかりの地であ
る中部アフリカのガボン共和国ランバレネにおい
て、ランバレネ医療研究センターとの国際共同研究
として現地のウイルス感染症の実態調査とそれらウ
イルス感染症の診断法の導入を行っている。

　毎年乾季になるとラッサ熱疑い患者が多数報告
されるナイジェリア南東部において疫学調査を行っ
ている。また、疫学調査に基づいた新規診断法の開
発や病態発現機構の解析も進めている。

1. Urakami et.al., J Virol., 91:e01181-17, 2017.
2. Toda et.al., PLoS One., 19;12(6):e0179408, 2017.
3. Moi et.al., Lancet.Infect., D:S. 17:805-806, 2017.
4. Kyaw et.al., Epidemiol Infect., Vol.145:1886-1897, 2017.
5. Mya et.al., JJID., 70:357-361, 2017.

1. Kurosaki et al., Sci Rep, 2017. 
2. Oloniniyi et al., J Virol Meth, 2017.
3. Kurosaki et al., J Infect Dis, 2016. 
4. Kurosaki et al., PLOS NTDs, 2016.
5. Urata et al., J Virol, 2016.

1. Kegawa et al., Parasitol Int., 67: 706-14, 2018.
2. Asare et al., Parasitol Int., 67: 481-92, 2018.
3. Kaewthamasorn et al., Sci Rep., 8: 5827, 2018.
4. Asada et al., Int J Parasitol Parasites Wildl., 7: 44-7, 2018.
5. Gitaka et al., Malar J., 16: 98, 2017.

1. Microb. Pathog., 31:29-36, 2001.
2. J. Biol. Chem., 281:11250-11259, 2006.
3. Nat. Genet. 33:375-381,2003.
4. J. Biol. hem., 279:7024-7028, 2004.
5. J. Biol. Chem. 278:19183-19189, 2003.ヘリコバクター・ピロリが産出するVacA毒素の

毒性発現機序
研究室

図１ ネズミマラリア原虫の赤血球侵入。原虫（矢頭）の赤血球侵
入は30秒以内で完了し、85秒後には、赤血球内の原虫が赤
血球を変形させているのが観察される。

図２ 蛍光抗体法により、サルマラリア原虫　　　　　　　　　　　　の細胞
骨格結合タンパク質であるPkSBP1タンパク質（緑）が赤血球細胞質に
あるシントン・マリガン斑点（Giemsa)と共局在していることがわかる。
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病原体解析部門

ウイルス学分野

教　　授

准 教 授

准 教 授

准 教 授

助　　教

助　　教

森田　公一
MOI MENG LING
井上　真吾
早坂　大輔
鍋島　武
MYA MYAT NGWE TUN

●本分野は日本脳炎ウイルス、デングウイルス、ジカ
ウイルス、チクングニヤウイルス、重症熱性血小板減
少症候群（SFTS）ウイルス等の節足動物媒介性（ア
ルボ）ウイルスの基礎的・応用的研究を行っている。

●アジア・アフリカにおいて分離されたデングウイ
ルスや日本脳炎ウイルス、チクングニヤウイルス等
の分子疫学的解析により、ウイルスの移動を明らか
にすると共に、発病機構や重症化に係るウイルス病
原性遺伝子の探索を行っている。

●デングウイルスの感染性クローンを構築し、細胞、
動物レベルにおける増殖性、病原性の比較からウイ
ルス遺伝子の機能を解明し、ワクチン開発のための
基礎研究を実施している。デングワクチン開発につい
てはGHIT事業の支援をうけ、米国の研究機関との共
同でその有効性についての検証を実施している。

●デングウイルスやSFTSウイルス等の感染がどの
ように病気を起こすかについて、主にマウスモデル
を用いて、免疫、病理学的解析や分子イメージング
技術による解析を行っている。

●PCR法やLAMP法、LC/MS法、イムノクロマト
法等を用いてウイルス遺伝子やタンパク質を短時
間で検出・同定する手法や血清診断法の開発を
行っている。

●1993年11月23日以降「熱帯性及び新興感染症
ウイルスのレファレンス及び研究のためのWHO協
力センター」として認定を受け、ベトナム、フィリピ
ンなど多数の開発途上国から研修生を受け入れ、
WHO短期コンサルタントとして専門家をWHOの
活動に派遣している。

病原体解析部門

新興感染症学分野

病原体解析部門

細菌学分野

病原体解析部門

原虫学分野

講　　師

助　　教

和田　昭裕
中野　政之

　細菌学分野は熱帯地に蔓延または熱帯地から伝播され
る細菌感染症とその原因細菌に関する研究、とくに感染成
立に関与する種々の病原因子の研究を展開している。

　ヘリコバクター・ピロリは消化性潰瘍、MALTリンパ
腫、胃癌などの原因細菌であり、熱帯地域を含む発展
途上国においては20歳前に約80％のヒトが感染して
いる。本菌の病原性について、空胞化毒素VacAおよ
び４型分泌装置で宿主に注入されるエフェクター分
子、CagAの感染における役割を解析している。
　VacAは空胞変性のみならずミトコンドリア障害
（1）によるアポトーシス（2）など多様な毒性を発揮す
る。とくに細胞接着に重要なGit1のリン酸化（3）およ
びp38MAPキナーゼ/ATF-2経路の活性化は空胞変
性とは関係しない（4）。VacAの宿主受容体蛋白は２種
の受容体型チロシンフォスファターゼ（RPTPαと
RPTPβ）である事を明らかにした（5、6、7）。興味深い
ことにVacAが胃炎や胃潰瘍などの胃粘膜障害を引き

起こすためにはRPTPβとの結合が必須である（3）。
　最近、我々はこれまでVacAとの結合が判っていたもの
のその分子の構造と機能が不明な膜蛋白p500を同定
し、その機能を詳細に調べた。胃由来株化細胞AZ-521か
らp500を精製して、p500がLRP1（低密度リポタンパク
質受容体関連タンパク質1、low-density lipoprotein 
receptor-related protein 1）であることを明らかにす
るとともに、VacAはLRP1との結合を介してAZ-521細
胞にオートファジーを誘導し、他のVacA受容体では誘導
されなかった。LRP1 がオートファジー誘導に関与する初
めての知見であり、VacAによる過剰なオートファジー誘
導はアポトーシス誘導を引き起こすことも示された(8)。
興味深いことに、ヘリコバクター・ピロリから宿主細胞
へ注入された発ガン蛋白質CagAは、VacAが引き起
こすオートファジーによって分解されるが、がん幹細胞
のマーカー分子の1つであるCD44 var i ant  9
（CD44v9）発現細胞ではこのオートファジーから逃
れ、蓄積する仕組みを獲得していることが判明した。

教　　授

講　　師

助　　教

助　　教

金子　修
上村　春樹
矢幡　一英
麻田　正仁

　マラリアは世界の熱帯・亜熱帯地域で流行する
重篤な原虫感染性疾患であるが、ワクチンはなく、
薬剤耐性原虫が問題となっている。当分野では、マ
ラリア原虫の生物としての基礎的な理解がマラリア
制御のためのツールの開発に必要と考え、寄生適応
のために原虫が進化させてきた様々な分子機構の
解明を中心テーマとして、ヒトのマラリア原虫やネ
ズミマラリア原虫、サルマラリア原虫を用いて研究
を進めている。マラリア原虫は赤血球を認識した後
に、赤血球との間で強固な結合を形成し、続いて寄
生胞を形成しつつ赤血球内に侵入する。当分野の主
要なテーマとして、この赤血球侵入の各ステップで

利用される分子と各ステップをつなぐシグナルを明
らかにすることを目指している。また、マラリア原虫
は寄生した赤血球を接着しやすくすることで宿主防
御機構から逃れ、また、それにより重症化する。原虫
による赤血球改変機序を理解する研究も分野の大
きな研究テーマである。他にも、世界各地で収集し
た試料を用いたマラリア原虫の分子進化や薬剤耐
性遺伝子の分子疫学、三日熱マラリア原虫の休眠
現象の解明、偶蹄類マラリア原虫を用いた新規マラ
リアモデルの確立といった研究も進めている。マラ
リアに加えて、南米で問題となっているシャーガス
病を引き起こすトリパノソーマ原虫のトランスシア
リダーゼの機能と発現機序や環境適応機構に関す
る研究、マラリア原虫と近縁で畜産分野で問題と
なっているバベシア原虫の細胞侵入と細胞修飾の
分子機構、ピロプラズマ原虫の遺伝子改変技術開
発についての研究も行っている。

教　　授

助　　教

助　　教

助　　教

助　　教

安田　二朗
黒﨑　陽平
浦田　秀造
阿部　遥
吉川　禄助

●新興感染症学分野では、分子～細胞～動物個体
～生態系レベルでウイルス研究を進めることによ
り、ウイルス感染症の制圧を目指している。

●エボラウイルス、マールブルグウイルス、ラッサウ
イルスなどの出血熱ウイルスやインフルエンザウイ
ルスなど重篤な疾患を引き起こすウイルスが宿主
細胞内でどのようなメカニズムで増殖しているのか
を解析している。特に、ウイルス性因子と宿主因子
の相互作用および抗ウイルス活性をもつ細胞性因
子の機能解析を中心に研究を進めている。

●出血熱ウイルスやインフルエンザウイルスに対し
て抗ウイルス活性をもつ細胞性因子の同定及び化
合物のスクリーニングを行い、動物個体レベルで感
染・発症を抑制することができる新規抗ウイルス療
法の開発を進めている。

●新興・再興感染症の病原体を迅速・簡便かつ高感
度に検出できる新規検査法を開発している。

●アルベルト・シュバイツアー博士ゆかりの地であ
る中部アフリカのガボン共和国ランバレネにおい
て、ランバレネ医療研究センターとの国際共同研究
として現地のウイルス感染症の実態調査とそれらウ
イルス感染症の診断法の導入を行っている。

　毎年乾季になるとラッサ熱疑い患者が多数報告
されるナイジェリア南東部において疫学調査を行っ
ている。また、疫学調査に基づいた新規診断法の開
発や病態発現機構の解析も進めている。

1. Urakami et.al., J Virol., 91:e01181-17, 2017.
2. Toda et.al., PLoS One., 19;12(6):e0179408, 2017.
3. Moi et.al., Lancet.Infect., D:S. 17:805-806, 2017.
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図１ ネズミマラリア原虫の赤血球侵入。原虫（矢頭）の赤血球侵
入は30秒以内で完了し、85秒後には、赤血球内の原虫が赤
血球を変形させているのが観察される。

図２ 蛍光抗体法により、サルマラリア原虫　　　　　　　　　　　　の細胞
骨格結合タンパク質であるPkSBP1タンパク質（緑）が赤血球細胞質に
あるシントン・マリガン斑点（Giemsa)と共局在していることがわかる。
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病原体解析部門

寄生虫学分野

教　　授

助　　教

助　　教

技術職員

濱野　真二郎
三井　義則
園田（中村）　梨沙
濱崎　めぐみ

　寄生虫疾患は、長きにわたって人々の健康を損な
い、その死亡率からは窺い知れないほど深い病苦と
甚大な社会経済的損失を生み出す。本分野は、熱帯
地域で流行する寄生虫疾患に関して、フィールド・
ラボ双方向からアプローチしている。様々な視点か
らの理解を深め、未来へ繋がる研究そして有為な
人材の育成をもって社会に貢献する。
　フィールドでは、ケニアのヴィクトリア湖東岸
MbitaならびにKwale地区において、ケニア中央医
学研究所KEMRIやマセノ大学と共に住血吸虫症
の疫学研究を遂行している。ラボでは、各種寄生虫
に対する感染防御機構の解明に取り組んでおり、そ
の過程でIL-27/WSX-1 など IL-12 サイトカイン
ファミリーの感染防御に果たす役割を世界に先駆
けて報告してきた。また、アメーバ赤痢のモデル系
を確立すると共に、赤痢アメーバの病原性発現機
構・感染防御機構の解明に取り組んでいる。

GHITからの助成を受け、2015年よりオハイオ州
立大学、マギル大学、FDA/NIHと共にリーシュマ
ニア症に対するワクチン開発、2018年からはライ
デン大学、リガチャーと共に住血吸虫症の新規診
断法の開発（DTECT-Schistoプロジェクト）に着
手している。また2017年から、基盤研究（A）（海
外）によるヴィクトリア湖湖畔での住血吸虫の疫
学研究を展開すると共に、BMGFからの支援による
DeWorm3プロジェクトを開始し、英国自然史博物
館を中心とした土壌伝播蠕虫症の撲滅に向けた世
界規模の疫学研究に参加している。研究室では、生
物資源としてマンソン住血吸虫および中間宿主貝、
マレー糸状虫、パハン糸状虫および媒介蚊である
ネッタイシマカを継代維持している。

宿主病態解析部門

免疫遺伝学分野

宿主病態解析部門

病理学分野
マラリアユニット

環境医学部門

生態疫学分野

准 教 授 CULLETON RICHARD LEIGHTON

　2011年に発足したマラリア研究室は、2014年度
に病理学分野となった。多分野に跨って研究を進め
ることが、マラリアの深い理解に繋がり、病気撲滅
への新しい解決法の開発に導いてくれると考えてい
る。現在、免疫学、遺伝学、ゲノミックス、進化論、生
態学、疫学、分子細胞生物学など多角的にマラリア
学を捉え、研究している。

　マラリア原虫の生活環は3つ（媒介蚊、宿主赤外
期、及び宿主赤内期）のステージに分かれるが、ネズ
ミマラリアを用いてマラリア原虫とマウス間の各ス
テージにおける相互作用を研究している。
　当研究室は、多種のネズミマラリア原虫株を保有
している。これら多種の原虫株と飼育しているマラ
リア媒介蚊を用いることでマラリア原虫の全生活
環が再現できる日本で数少ない研究室である。現
在、最新のゲノム技術を応用し、医学上で重要なマ

ラリア原虫の特質（例：薬剤耐性、免疫、増殖因子な
ど）を司る遺伝子の特定に努めている。これらの研
究がひいてはワクチンや薬剤候補分子の特定につ
ながると考えられる。
　現在、ナイジェリアにおける無症候性マラリア保
有に関する分析に取り組んでいる。また、米国、英
国、コンゴ共和国、ベトナム、スリランカ、オーストラ
リア、タンザニア、ケニア、ナイジェリア、ブラジルや
サウジアラビアなど国外のマラリア研究者とも共同
研究を行なっている。

教　　授

助　　教

助　　教

金子　聰
加藤　健太郎
星　友矩

　本分野では、実態把握と実態の把握から始まる
新たな研究への展開を目指し、分子生物学や最新
の情報技術も駆使しつつ、広く疾病・健康状態を監
視するシステムとそのツールの開発、さらには得ら
れた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動
を行っている。

●顧みられない熱帯病(NTDs)の広域的監視網の
構築に関する研究：アフリカのNTDsについて、
Multiplex技術を用いた一括抗体価測定とその監
視網の整備にむけての研究をケニア中央医学研究
所（KEMRI）、エジプト日本科学技術大学・スエズ
運河大学、キンシャサ大学（コンゴ民主共和国）、ナ
イジェリア大学と展開している。また、サンプリング
のための衛星データを用いた自動的家屋把握のシ
ステム開発を東京大学とともに実施している。

●途上国における住民登録と人口動態に関する研
究：開発途上国では、住民登録が未整備な地域も多

く、疫学調査を展開するに当たり、地域住民の基礎
統計も算出できない。そこで、調査地域に居住して
いるすべての住民を登録し、その出生、死亡、移動、
健康関連情報などを定期的に更新し、長期に追跡す
るための仕組み（HDSS：人口登録動態追跡システ
ムという）をケニアやラオスにおいて展開すると共
に、クラウドベースの母子登録の導入を試みる事に
より、住民登録への展開を目指した研究をしている。

●アフリカにおける乳幼児の健康改善モデル構築
に関する疫学研究：ケニアの地方（辺縁地域）であ
るクワレ地区において、stunting（月齢に対する標
準に比べて、身長が低い）に関する疫学研究を
KEMRIとともに展開している。

●寄生虫疾患の分子基盤解明を目指す研究：住血
吸虫症、赤痢アメーバ症、リーシュマニア症につい
て、分子基盤をからフィールド研究に還元する研究
を行っている。

教　　授

講　　師

助　　教

助　　教

平山　謙二
菊池　三穂子
水上　修作
DUMRE SHYAM PRAKASH

　本分野では、熱帯地域で重要な問題となっている
各種感染症に対するヒトの免疫応答性や抵抗性に
関わる分子機構の解明を目指している。

　原虫（クルーストリパノソーマ、マラリア）、ウイル
ス（デング熱）など熱帯感染症の防御免疫および病
態について、分子レベルでの解析を行っている。現
在進行中の研究は以下のようなものである。

●無症候性マラリアの免疫遺伝学的解析
●ナノパーティクルDNAワクチンを用いた防御免
疫機構解析

●標的分子を用いた新規抗マラリア薬開発

●慢性シャーガス病の早期バイオマーカーの探索
●慢性シャーガス病治療薬の開発
●シャーガス病ワクチン開発

●デング熱重症化の早期予測因子探索
●デング出血熱感受性と関連するHLAの機能解析
●デングウイルス感染iPS-DC細胞によるT細胞
活性化機構

　各感染症の病理病態解析を基礎とした医薬品開
発を目指している。臨床研究では海外の流行地にお
ける臨床グループとの連携により研究を進めてい
る。その主な施設としては、１）ベトナム・ホーチミン
市　パスツール研究所、２）フィリピン熱帯医学研
究所（RITM）、３）パラグアイ　アスンシオン大学、
６）ボリビア　ガブリエル・ルネ・モレノ自治大学な
どが上げられる。その他、ロンドン大学公衆衛生熱
帯医学校、フランス　パスツール研究所、富山大学、
東京医科歯科大学、産業技術総合研究所、熊本大学
などと共同研究を進めている。

1. Moriyasu T et al., PLoS Negl. Trop. Dis., 12(1): e0006197, 
2018.

2. Deloer S et al., Parasitol Int., 66(6): 817-823, 2017.
3. Chadeka E et al., PLoS Negl. Trop. Dis., 11(9): e0005872, 
2017.

4. Mi-ichi F et al., PLoS Pathogens, 12(10): e1005845, 2016.
5. Kalenda YDJ et al., Parasitol Int., 64(6): 503-512, 2015.

1. Alvarenga DA et al., Sci Rep, 2018.
2. Moriyasu T et al., PLOS Negl Trop Dis, 2018.
3. Lu F et al., N Engl J Med, 2017.
4. Abkallo H et al., PLOS Pathog, 2017.
5. Brasil P et al., Lancet Glob Health, 2017.

1. Mosaddeque F et al., Antimicrob Agents Chemother, 62
(5), 2018.

2. Helegbe GK et al., Malar J., 17(1):169, 2018.
3. Cherif MS et al., Am J Trop Med Hyg., 98(1):198-202, 
2018.

4. Chérif MS et al., Eur J Pediatr., 176(6):791-796, 2017.
5. Mbanefo EC et al., Sci Rep., 7:45963, 2017.

1. Ndemwa M et al., The PAMJ., 28(265), 2017.
2. Kato K et al., PloS one,12(7):e0181864, 2017.
3. Nzou SM et al., Parasital Int. 65:121-7, 2016.
4. Hoshi T et al., PloS one. 11(2):e0148636, 2016.
5. Tanigawa C et al., PLoS NTD. 9(8):e0004021, 2015.
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病原体解析部門

寄生虫学分野

教　　授

助　　教

助　　教

技術職員

濱野　真二郎
三井　義則
園田（中村）　梨沙
濱崎　めぐみ

　寄生虫疾患は、長きにわたって人々の健康を損な
い、その死亡率からは窺い知れないほど深い病苦と
甚大な社会経済的損失を生み出す。本分野は、熱帯
地域で流行する寄生虫疾患に関して、フィールド・
ラボ双方向からアプローチしている。様々な視点か
らの理解を深め、未来へ繋がる研究そして有為な
人材の育成をもって社会に貢献する。
　フィールドでは、ケニアのヴィクトリア湖東岸
MbitaならびにKwale地区において、ケニア中央医
学研究所KEMRIやマセノ大学と共に住血吸虫症
の疫学研究を遂行している。ラボでは、各種寄生虫
に対する感染防御機構の解明に取り組んでおり、そ
の過程でIL-27/WSX-1 など IL-12 サイトカイン
ファミリーの感染防御に果たす役割を世界に先駆
けて報告してきた。また、アメーバ赤痢のモデル系
を確立すると共に、赤痢アメーバの病原性発現機
構・感染防御機構の解明に取り組んでいる。

GHITからの助成を受け、2015年よりオハイオ州
立大学、マギル大学、FDA/NIHと共にリーシュマ
ニア症に対するワクチン開発、2018年からはライ
デン大学、リガチャーと共に住血吸虫症の新規診
断法の開発（DTECT-Schistoプロジェクト）に着
手している。また2017年から、基盤研究（A）（海
外）によるヴィクトリア湖湖畔での住血吸虫の疫
学研究を展開すると共に、BMGFからの支援による
DeWorm3プロジェクトを開始し、英国自然史博物
館を中心とした土壌伝播蠕虫症の撲滅に向けた世
界規模の疫学研究に参加している。研究室では、生
物資源としてマンソン住血吸虫および中間宿主貝、
マレー糸状虫、パハン糸状虫および媒介蚊である
ネッタイシマカを継代維持している。

宿主病態解析部門

免疫遺伝学分野

宿主病態解析部門

病理学分野
マラリアユニット

環境医学部門

生態疫学分野

准 教 授 CULLETON RICHARD LEIGHTON

　2011年に発足したマラリア研究室は、2014年度
に病理学分野となった。多分野に跨って研究を進め
ることが、マラリアの深い理解に繋がり、病気撲滅
への新しい解決法の開発に導いてくれると考えてい
る。現在、免疫学、遺伝学、ゲノミックス、進化論、生
態学、疫学、分子細胞生物学など多角的にマラリア
学を捉え、研究している。

　マラリア原虫の生活環は3つ（媒介蚊、宿主赤外
期、及び宿主赤内期）のステージに分かれるが、ネズ
ミマラリアを用いてマラリア原虫とマウス間の各ス
テージにおける相互作用を研究している。
　当研究室は、多種のネズミマラリア原虫株を保有
している。これら多種の原虫株と飼育しているマラ
リア媒介蚊を用いることでマラリア原虫の全生活
環が再現できる日本で数少ない研究室である。現
在、最新のゲノム技術を応用し、医学上で重要なマ

ラリア原虫の特質（例：薬剤耐性、免疫、増殖因子な
ど）を司る遺伝子の特定に努めている。これらの研
究がひいてはワクチンや薬剤候補分子の特定につ
ながると考えられる。
　現在、ナイジェリアにおける無症候性マラリア保
有に関する分析に取り組んでいる。また、米国、英
国、コンゴ共和国、ベトナム、スリランカ、オーストラ
リア、タンザニア、ケニア、ナイジェリア、ブラジルや
サウジアラビアなど国外のマラリア研究者とも共同
研究を行なっている。

教　　授

助　　教

助　　教

金子　聰
加藤　健太郎
星　友矩

　本分野では、実態把握と実態の把握から始まる
新たな研究への展開を目指し、分子生物学や最新
の情報技術も駆使しつつ、広く疾病・健康状態を監
視するシステムとそのツールの開発、さらには得ら
れた新たな知見からの次世代研究へと繋げる活動
を行っている。

●顧みられない熱帯病(NTDs)の広域的監視網の
構築に関する研究：アフリカのNTDsについて、
Multiplex技術を用いた一括抗体価測定とその監
視網の整備にむけての研究をケニア中央医学研究
所（KEMRI）、エジプト日本科学技術大学・スエズ
運河大学、キンシャサ大学（コンゴ民主共和国）、ナ
イジェリア大学と展開している。また、サンプリング
のための衛星データを用いた自動的家屋把握のシ
ステム開発を東京大学とともに実施している。

●途上国における住民登録と人口動態に関する研
究：開発途上国では、住民登録が未整備な地域も多

く、疫学調査を展開するに当たり、地域住民の基礎
統計も算出できない。そこで、調査地域に居住して
いるすべての住民を登録し、その出生、死亡、移動、
健康関連情報などを定期的に更新し、長期に追跡す
るための仕組み（HDSS：人口登録動態追跡システ
ムという）をケニアやラオスにおいて展開すると共
に、クラウドベースの母子登録の導入を試みる事に
より、住民登録への展開を目指した研究をしている。

●アフリカにおける乳幼児の健康改善モデル構築
に関する疫学研究：ケニアの地方（辺縁地域）であ
るクワレ地区において、stunting（月齢に対する標
準に比べて、身長が低い）に関する疫学研究を
KEMRIとともに展開している。

●寄生虫疾患の分子基盤解明を目指す研究：住血
吸虫症、赤痢アメーバ症、リーシュマニア症につい
て、分子基盤をからフィールド研究に還元する研究
を行っている。

教　　授

講　　師

助　　教

助　　教

平山　謙二
菊池　三穂子
水上　修作
DUMRE SHYAM PRAKASH

　本分野では、熱帯地域で重要な問題となっている
各種感染症に対するヒトの免疫応答性や抵抗性に
関わる分子機構の解明を目指している。

　原虫（クルーストリパノソーマ、マラリア）、ウイル
ス（デング熱）など熱帯感染症の防御免疫および病
態について、分子レベルでの解析を行っている。現
在進行中の研究は以下のようなものである。

●無症候性マラリアの免疫遺伝学的解析
●ナノパーティクルDNAワクチンを用いた防御免
疫機構解析

●標的分子を用いた新規抗マラリア薬開発

●慢性シャーガス病の早期バイオマーカーの探索
●慢性シャーガス病治療薬の開発
●シャーガス病ワクチン開発

●デング熱重症化の早期予測因子探索
●デング出血熱感受性と関連するHLAの機能解析
●デングウイルス感染iPS-DC細胞によるT細胞
活性化機構

　各感染症の病理病態解析を基礎とした医薬品開
発を目指している。臨床研究では海外の流行地にお
ける臨床グループとの連携により研究を進めてい
る。その主な施設としては、１）ベトナム・ホーチミン
市　パスツール研究所、２）フィリピン熱帯医学研
究所（RITM）、３）パラグアイ　アスンシオン大学、
６）ボリビア　ガブリエル・ルネ・モレノ自治大学な
どが上げられる。その他、ロンドン大学公衆衛生熱
帯医学校、フランス　パスツール研究所、富山大学、
東京医科歯科大学、産業技術総合研究所、熊本大学
などと共同研究を進めている。

1. Moriyasu T et al., PLoS Negl. Trop. Dis., 12(1): e0006197, 
2018.

2. Deloer S et al., Parasitol Int., 66(6): 817-823, 2017.
3. Chadeka E et al., PLoS Negl. Trop. Dis., 11(9): e0005872, 
2017.

4. Mi-ichi F et al., PLoS Pathogens, 12(10): e1005845, 2016.
5. Kalenda YDJ et al., Parasitol Int., 64(6): 503-512, 2015.

1. Alvarenga DA et al., Sci Rep, 2018.
2. Moriyasu T et al., PLOS Negl Trop Dis, 2018.
3. Lu F et al., N Engl J Med, 2017.
4. Abkallo H et al., PLOS Pathog, 2017.
5. Brasil P et al., Lancet Glob Health, 2017.

1. Mosaddeque F et al., Antimicrob Agents Chemother, 62
(5), 2018.

2. Helegbe GK et al., Malar J., 17(1):169, 2018.
3. Cherif MS et al., Am J Trop Med Hyg., 98(1):198-202, 
2018.

4. Chérif MS et al., Eur J Pediatr., 176(6):791-796, 2017.
5. Mbanefo EC et al., Sci Rep., 7:45963, 2017.

1. Ndemwa M et al., The PAMJ., 28(265), 2017.
2. Kato K et al., PloS one,12(7):e0181864, 2017.
3. Nzou SM et al., Parasital Int. 65:121-7, 2016.
4. Hoshi T et al., PloS one. 11(2):e0148636, 2016.
5. Tanigawa C et al., PLoS NTD. 9(8):e0004021, 2015.
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環境医学部門

国際保健学分野

教　　授

准 教 授

山本　太郎
和田　崇之

　前身を熱帯感染症研究センターに持つ。「博物
館・資料館」としての機能と研究センターとしての機
能を担っていたなかから、国際保健学分野は、研究
機能を引き継ぐと同時に、社会貢献を行っていくこ
とを、その使命として定めた。
　研究としては、1）「生態系と感染症」研究ユニッ
ト、2）「環境や気候変動と感染症」研究ユニット、3）
「感染症の再構築」研究ユニット、4）「歴史感染症
学」研究ユニット分かれる。研究ユニットを貫く共通
概念を、「空間軸」と「時間軸」に置く。空間と時間の
広がりのなかで、感染症流行の様相を考え、その多
様性を理解する。微生物の遺伝的多様性を、適応・
進化といった側面から理解することを目指す研究
である。感染症は生物（微生物）と生物（宿主）の相
互作用がもたらす生物学的現象である。相互作用は
宿主としてのヒトの文化や社会制度に大きく影響さ
れる。そうした相互作用を紐解いていくような研究

と言えるかもしれない。具体的には、生態学的
フィールド調査、分子進化学、分子疫学、古代DNA
の検出、計算機科学を駆使して解析の糸口を探る。
　社会貢献は、分野の特性から国際貢献を行うこ
とを目指す。企業に「企業の社会的責任」があるよう
に、学問にも社会的責任がある。その一つが、国際
貢献であると考える。なかでも、災害や紛争後の人
道支援、および感染症流行における国際緊急事態
への対応は、当分野が取り組む大きな柱となる。
　そうした取り組みを通し、「誰一人として取り残す
ことなく」世界の人々の健康に貢献できるとすれ
ば、それに過ぎる喜びはない。それが当分野の最大
の目的であり、社会貢献となる。

環境医学部門

病害動物学分野

臨床研究部門

臨床感染症学分野

臨床研究部門

臨床開発学分野

教　授

准教授

准教授

助　教

有吉　紅也
森本　浩之輔
鈴木　基
山下　嘉郎

　本分野は、熱研における唯一の臨床教室として、熱
帯地の臨床現場で最も問題となる呼吸器感染症、 結
核、HIV・エイズなどの感染症を対象に、基礎医科学や
公衆衛生学と連結した臨床疫学研究を推進している。

●19種類の呼吸器病原体の包括的検査方法およ
び50種類の肺炎球菌血清型を同定できる分子生
物学的検査法を応用した臨床疫学研究を国内外で
実施している。国内では、成人肺炎に関する全国多
施設共同研究を行い、肺炎球菌やインフルエンザワ
クチンの効果に関する成果を発表してきた。海外で

は、ベトナムやアフガニスタン、ネパールにおいて、

小児肺炎を対象にした学際的研究を実施してきた。

●北ベトナムバクマイ病院、フィリピン国立感染症

病院（サンラザロ病院）においては、未診断熱性患

者から臨床情報と検体を収集し、レプトスピラ症、

各種リケッチア症などの研究成果をあげている。ま

た、サンラザロ病院へは、若手医師を派遣し、熱帯

感染症ベットサイド実習を実施している。

●世界の結核予防治療に貢献できる新たな結核検

査法・診断系の確立を目指している。具体的には、

潜伏期の結核抗原に対する細胞性免疫反応を、国

内の患者についてはフローサイトメトリーにて解析

している。サンラザロ病院では、結核に合併した細

菌性肺炎と死亡予後との相関を研究している。

●北タイランパン病院におけるHIV感染者およびそ

の配偶者を対象にしたコホート研究を活用した、

HIV感染長期生存者の免疫不全進行遅延機序およ

び日和見感染症発症に関する国際共同研究を継続

推進している。また、ベトナムバクマイ病院やフィリ

ピン大学、名古屋医療センターと共同で、日和見感

染症の国際比較を行った。
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　本分野は、世界保健機構 WHO 決議事項

（WHA61.21）である公衆衛生、イノベーションと知

的財産権におけるグローバル戦略に応えるべく

2011年に新設されました。この決議は、実際に公衆

衛生上のニーズに見合った医薬品研究開発を促進

する事で、特に研究開発が遅れている発展途上国

に偏って見られる病気に対する医薬品研究開発を

適正な規模で加速する、という趣旨でなされまし

た。また当分野は日本の文部科学省（MEXT）の特

別支援によって設置され、この分野の研究開発プロ

ジェクトや人材育成プログラムが軌道に乗るまで継

続して特別の支援を受けることとなりました。

研究活動としては

●医薬品開発イノベーションのための人材育成

●途上国の責任ある機関での医療品開発基盤環境

整備と技術移転

●アジア、アフリカ、ラテンアメリカ地域における研究開

発技術や科学情報を相互交換できるネットワークの構

築、それによる医療・医薬品における地域格差の是正

●医療品開発のためのネットワーク構築

活動内容としては

●トレーニング

　●公衆衛生ニーズに応える医薬品研究開発に関

する2週間コース

　●医学研究倫理に関する3日間コース

　●薬理遺伝子学を基本とした遺伝子学的研究
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　●乳癌、胆管癌、マラリア治療薬としての生薬及

び生薬由来化合物開発

　●臨床研究におけるインフォームドコンセントの

向上に向けた方法の開発

　●マラリア感染患者が持つ薬物反応関連遺伝子

やマラリア原虫の薬剤反応関連遺伝子に対す

る分子生物学的アプローチ

　●タイ王国における抗マラリア薬（プリマキン）の

耐性遺伝子K13の遺伝的多様性に関する研究
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　本分野では、病害動物の基礎的な研究と環境の

分析から媒介性疾患の発生要因と防除法を多角的

に研究する。特にマラリアおよびデング熱媒介蚊を

対象に分子生物から生態まで幅広くカバーしてお

り、室内実験と共に東南アジアやアフリカを調査地

としたフィールドワークを行うとともに防除の研究

においては環境と調和的な戦略の確立を目指して

いる。

　アフリカ東部においてデングの重要な媒介蚊で

あるネッタイシマカ2亜種の分布を明らかにすると

ともに遺伝的構造をアジア集団と比較しながら、大

陸固有の亜種より他の大陸から再移入された亜種

のほうがより感染力が高く都市に適応した集団で

あるという仮説の検証を行っている。

　またアジア地域のデング熱は主にネッタイシマカ

とヒトスジシマカの2種によって媒介されるが感染

能力と環境への適応力に違いがある。当分野は東

南アジアを調査地とし、この2種の分布と種構成に

ついて、また同種における地域集団間の感染能力

の違いを環境要因とともに明らかにし、将来的には

気候変動と環境変化による分布変化の予測を目指

している。

　また、アフリカのマラリア媒介蚊はガンビエ種群

およびフネスタスグループに属する種であるが、対

策をより有効にするために、分子生物学からのアプ

ローチを含めたより精細な生態の解明を目指して

いる。

　さらに防除研究としては殺虫剤抵抗性の広がり

によるアジア・アフリカ各地の集団の抵抗性能力の

モニタリングを行いつつ、感染症対策としては新し

い防除法の試験を行っている。
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環境医学部門

国際保健学分野

教　　授
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山本　太郎
和田　崇之

　前身を熱帯感染症研究センターに持つ。「博物
館・資料館」としての機能と研究センターとしての機
能を担っていたなかから、国際保健学分野は、研究
機能を引き継ぐと同時に、社会貢献を行っていくこ
とを、その使命として定めた。
　研究としては、1）「生態系と感染症」研究ユニッ
ト、2）「環境や気候変動と感染症」研究ユニット、3）
「感染症の再構築」研究ユニット、4）「歴史感染症
学」研究ユニット分かれる。研究ユニットを貫く共通
概念を、「空間軸」と「時間軸」に置く。空間と時間の
広がりのなかで、感染症流行の様相を考え、その多
様性を理解する。微生物の遺伝的多様性を、適応・
進化といった側面から理解することを目指す研究
である。感染症は生物（微生物）と生物（宿主）の相
互作用がもたらす生物学的現象である。相互作用は
宿主としてのヒトの文化や社会制度に大きく影響さ
れる。そうした相互作用を紐解いていくような研究

と言えるかもしれない。具体的には、生態学的
フィールド調査、分子進化学、分子疫学、古代DNA
の検出、計算機科学を駆使して解析の糸口を探る。
　社会貢献は、分野の特性から国際貢献を行うこ
とを目指す。企業に「企業の社会的責任」があるよう
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潜伏期の結核抗原に対する細胞性免疫反応を、国

内の患者についてはフローサイトメトリーにて解析

している。サンラザロ病院では、結核に合併した細

菌性肺炎と死亡予後との相関を研究している。

●北タイランパン病院におけるHIV感染者およびそ

の配偶者を対象にしたコホート研究を活用した、

HIV感染長期生存者の免疫不全進行遅延機序およ

び日和見感染症発症に関する国際共同研究を継続

推進している。また、ベトナムバクマイ病院やフィリ
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とヒトスジシマカの2種によって媒介されるが感染

能力と環境への適応力に違いがある。当分野は東

南アジアを調査地とし、この2種の分布と種構成に

ついて、また同種における地域集団間の感染能力

の違いを環境要因とともに明らかにし、将来的には

気候変動と環境変化による分布変化の予測を目指

している。
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およびフネスタスグループに属する種であるが、対

策をより有効にするために、分子生物学からのアプ

ローチを含めたより精細な生態の解明を目指して

いる。

　さらに防除研究としては殺虫剤抵抗性の広がり

によるアジア・アフリカ各地の集団の抵抗性能力の

モニタリングを行いつつ、感染症対策としては新し

い防除法の試験を行っている。
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臨床研究部門

小児感染症学分野

　ヒトの健康と環境因子との関連を環境疫学的方
法論を用いて明らかにし、理解を深めることを目的
としています。特に気象・気候と様々な疾病の発生
との関連、気候変動（地球温暖化）による健康影響
を研究対象としており、世界保健機関（WHO）や気
候変動に関する政府間パネル（IPCC）がおこなう気
候変動による健康影響評価、適応策提言に貢献す
ることを目指しています。世界各地の気象・海洋、土
地利用、住環境などの環境データを収集し、疾患・
死亡データと連結したデータの解析を行っていま
す。これまで、東アフリカ高地における1990年代の
マラリア再流行やバングラデシュにおけるコレラ流
行が、インド洋の大気海洋相互作用現象と関連ある
ことや、気温や降雨、洪水、熱波などの気象現象と
感染症・非感染症を問わず様々な疾患との関連を
明らかにしました。

アジア・アフリカ
感染症研究施設

ケニア
プロジェクト拠点

アジア・アフリカ
感染症研究施設

ベトナム
プロジェクト拠点

教　　　授
（拠点長兼務）

助　　　教

コーディネーター

金子　聰

SHAH MOHAMMAD MONIR
竹内　理恵

　平成17年9月の長崎大学熱帯医学研究所とケニ
ア中央医学研究所（KEMRI）との覚書を取り交わし
により、NUITM-KEMRIプロジェクトが正式に発足

した。プロジェクトの目的は、熱帯医学研究と教育

を現場において実践することであり、翌年1月には、

プロジェクト運営のためのケニアプロジェクト拠点

（以下拠点）が設置された。拠点では、ナイロビに

P2、P3，分子生物学的ラボ、病害動物ラボの研究

施設を配備し、ビクトリア湖畔のビタ地区とインド

洋側のクワレ地区に研究フィールドを設置、住民の

登録とその動態を把握する（Hea l t h  a n d  

Demographic Surveillance System: HDSS）

やビタ地区においてはマラリア伝搬蚊を定期的に

収集・分析するシステム(Mosquito Surveillance 

System)も稼働させている。

　研究組織としては、研究資金を獲得した研究者が

上記拠点施設やフィールドを利用し、実施する形式

を取っている。これまでに獲得した大型研究費は、平

成24年からの黄熱病やリフトバレー熱に対する迅

速診断法の開発と警戒システムの構築を目指した

SATREPS事業（既に終了）、平成21年4月から開始

されたJSTやAMEDによる顧みられない熱帯病

（NTDs）に対する一括抗体価測定による広域監視

網の整備に関する研究事業がある。また、科研費に

よる研究活動も活発であり、製薬会社による研究、

Grand Challenge Canada（電子母子登録システ

ムの開発）などの外部資金による研究活動も盛んに

なっている。また、調査フィールドの地域住民への還

元として、平成21年JICA草の根技術協力事業を開

始し、地域振興と学校保健に焦点を当てた活動を展

開した（既に終了）。教育に関しては、熱帯医学・グ

ローバルヘルス研究科、医歯薬学総合研究科とも連

携し、ケニアからの研究者の留学を支援すると共に、

上記大学院からの学生の受け入れも実施している。

教授 (拠点長）
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長谷部　太
竹村　太地郎

　平成27年度からは新たに設立された日本医療開

発機構が推進する感染症研究国際展開プログラム

に引き継がれ、現在J-GRID第３期が進行中で、デン

グ熱、下痢症感染症、インフルエンザ、薬剤耐性菌を

始め、小児重症呼吸器感染症、エイズ、結核などを対

象に感染症の効果的な制御に資する研究を行ってい

る。平成28年度の学術論文数は35編、学会等での

発表は17件であった。平成28年前半からベトナム南

部を中心にジカウイルス感染症が発生、WHOと協

力しジカウイルス特異的中和抗体価測定法の研修を

国立衛生疫学研究所（NIHE）とホーチミンパスツー

ル研究所で行い、デングウイルス感染症との鑑別診

断を導入した。同年10月にはベトナム中央高地でベ

トナム最初のジカウイルス感染による小頭症の症例

が見つかり、医学雑誌「ランセット」に報告した。平成

29年度は国立感染症研究所から細菌とウイルスの

専門家の大西真先生と西條政幸先生をお迎えしてハ

ノイ在住邦人を対象に感染症に関する公開講座「知

る＋伝える＝身を守る」を開催し好評を得た。

　ベトナム拠点には現在、長崎大学職員がハノイに

4名、ニャチャン分室に4名常駐しており、その他に

も長崎大学から35名、その他の研究組織から55名

の研究者が参加して拠点を活用した研究を行って

いる。平成25年度から開始された育成プログラム

においてもベトナム拠点はearly exposure 施設

として教育支援を行っている。またon-the-job 

training施設としても活用されており、平成29年度

は学部学生6名、大学院生4名、高校生4名、長崎大

学事務職員4名などが当拠点を訪問しており、幅広

い人材育成活動を行った。
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戦略プログラム(J-GRID)と日本医療研究開発機構

(AMED)の助成を得て、2006年よりベトナム、ニャ

チャン市において小児感染症大規模住民基盤コ

ホート研究を行っている。特に急性呼吸器感染症、

下痢症、デング熱など5歳未満死亡の主な原因とな

る重症小児感染症を対象としている。

●小児急性呼吸器感染症サーベイランス：小児急性

呼吸器感染症の発生率、病因、危険因子を明らかに

するため、ニャチャン市カンホア総合病院における

小児急性呼吸器感染症サーベイランスを2007年よ

り継続している。病原ウイルスの分子的特徴と変

化、臨床的重要性にも着目している。

●出生コホート研究：先天感染と小児の運動精神発

達、また重症小児感染症発症の宿主遺伝的要因を

探るため、2009年に出生した小児2000人の出生

コホート研究を行っている。2017年には新たな出生

コホートを立ち上げ、ベトナムの先天感染の現状と

導入された風疹ワクチンの影響を調査している。

●肺炎球菌コンジュゲートワクチン（PCV）接種回

数比較試験：ビル＆メリンダ・ゲイツ財団より資金

を得て、PCV接種回数を減じる比較試験を行って

いる。本研究結果によりPCV接種戦略が変わり、途

上国においてPCVや他のワクチンが利用しやすく

なることが見込まれている。

●デング熱家族内伝播パターン：ロンドン大学衛生

熱帯医学大学院と共同し、ニャチャン市のデング熱

疾病負荷およびその家族内伝播パターンを調査し

ている。これらのデータは将来、デング熱コント

ロールのための介入研究に用いられる。
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　熱研生物資源室（NEKKEN Bio-Resource Center, 
NBRC）は、文部科学省が2002年度より開始した
「ナショナル バイオリソース プロジェクト（以下
NBRP）」について、研究所直下のプロジェクト業
務として取り組むことを目的に2015年度に設置さ
れた。本プロジェクトは、ライフサイエンス研究の
基礎・基盤となる重要な生物種等であって、 我が
国独自の優れたバイオリソースとなる可能性を有す
る生物種等について収集・保存・提供を行う拠点
を整備するものである。5年ごとの内容見直しをお
こない、新たなバイオリソース参画研究機関を加え
て、2018年に第4期の2年目を迎えた。2009年度
に文部科学省は本プロジェクトを委託事業から補
助金交付事業とし、また2015年度には日本医療研
究開発機構の傘下に移った。NBRCも本プロジェ
クトが研究コミュニティにとって一層欠くべからざる
知的基盤となるよう取り組んでいる。
　熱帯医学研究所は、NBRP第1期発足以来、千葉
大学を代表機関とする「NBRP病原微生物」の中
核拠点として、病原性原虫を分担している。熱研生
物資源室の設置以前は、原虫学分野（第1期の5年
間）と免疫遺伝学分野（第2期と第3期前半、8年
間）がNBRP事業を兼務していた。この事業は
NBRCに引き継がれ、現在、保有している793株の
原虫のうち、約半数をリソースとして提供できる体

制となっており、これまでに、延べ807件のリソー
ス提供実績がある。NBRCでは、以下のサービス
を請け負うことにより、原虫感染症と病原性原虫の
研究と教育を支援している。（１）国内の原虫株保
有者からの原虫株情報を収集してウェブサイトで公
開。（２）病原性原虫を研究材料とする研究者や研
究機関へリソースの提供。（３）後継者不在や間近
に退職を控えた研究者からの原虫株の寄託受け入
れ。（４）これら原虫株の維持・管理。（５）当室で
作製した原虫標本の医学教育機関への提供。また
NBRCはリソースの付加価値向上や保存技術等の
開発を実施し、より一層の質の向上を図っている。
提供可能な原虫株の詳細は下記ウェブサイトにて
公開されている。

　http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nbrc/
　E-mail：protozoa@tm.nagasaki-u.ac.jp

　顧みられない熱帯病（NTDs）は、熱帯地域、貧
困層を中心に蔓延する寄生虫、細菌感染症の総称
であり、世界中で10億人以上がその影響を受け、
個人と地域の貧困状況の長期化や地域経済への負
の影響が問題となっている。
　1998年の橋本首相（当時）が中心となり寄生虫
対策への取組への宣言（橋本イニシアティブ）がな
されたバーミンガムG8サミット（イギリス）以降、
次第に国際的な対策への気運が高まり、2012年の
NTD対策の実施に向けたロードマップ発表、同年
の国際官民パートナーシップの構築と2020年まで
のNTDs10疾患の制圧の共闘に関する共同声明
（ロンドン宣言）の発表、2013年5月世界保健総
会決議での17疾患を統合したNTDsとすることの
決議（WHA66.12）等を経て、現在、NTDsに対す
る国際的な対策活動が広く展開されつつある。
　日本は、橋本イニシアティブ以降もG7諸国を主
導し、「橋本イニシアティブ寄生虫対策プロジェク
ト」や「太平洋地域フィラリア症対策プログラム」
などこの領域の主要なプログラムを支援してきた。
しかし、それらは未だ十分とはいえず、日本を代表
する熱帯感染症研究センターとして、熱研は、対策
に資する有効な研究・開発実施に関しての先導的
役割を果たす義務を負っている。また、日本発の
NTDsに関する研究成果や対策活動が国際的に十

分活用･周知されていないことからも、その成果を
国際社会に発信し、研究成果の効果的な活用の道
を開く役割も果たす必要がある。そこで、この領域
の研究活動を産学官民が連携し、医薬品開発研究
を推進させるメカニズムとしての機能とNTDsに関
する研究･活動成果を国内外と共有するための組織
･団体を繋ぐネットワーク機能を果たすセンターを
2016年度、所内に開設した。
　NTD対策に必要となる医薬品開発研究を推進す
るための外部資金獲得に向けた戦略的活動や教育
コース（研究倫理、医薬品開発、医療経済学）、シ
ンポジウム、セミナー等の運営、国内外のNTDsに
関する研究･活動を行う組織団体をネットワーク化
させるためのネットワーク構築に向けての活動を展
開している。
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　共同研究室は研究所の大型の研究機器等の効率
的管理と運用、および、研究所で行われている研究
一般を支援することを目的としている。研究所内の
各分野への支援に加えて、文部科学大臣から認定
された共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠
点」の国内設備として所外からの利用にも対応して
いる。

●共同研究室には、16連および48連キャピラリー
シーケンサー、次世代シーケンサー、リアルタイム
PCRシステム、核酸質量分析計による遺伝子多型
解析システムなどの遺伝子解析用機器、フローサイ
トメーターなどの細胞機能解析用機器、蛍光発光
画像撮影装置などのイメージング解析用機器、ま
た、Luminexビーズアレイ解析装置、蛍光発光マ
ルチラベルカウンターなどが設置されている。ま
た、研究一般を支援する設備として、超純水作製装
置、超遠心機、凍結乾燥機、SpeedVac、フレンチ
プレス、Bioruptor、液体窒素試料保管庫、高圧蒸
気滅菌器、低温室、暗室などが整備されている。分
子細胞生物学ユニットは、これらの機器の管理・利
用補助を担当している。当ユニットは菊池が担当し
ている。

●光学的手法を用いて分子局在や形態の変化を
静的・動的に解析することにより､病原体の細胞
への感染成立機構等を明らかにし、治療・予防
法の開発に資する研究を支援する。2015年4月
に開設された長崎大学ニコン感染症イメージン
グ・コアラボラトリーの管理・利用補助を主に担
当する。共同利用機器として、共焦点レーザー/
蛍光顕微鏡（Nikon）、イメージングフローサイト
メーター（MERCK）、共焦点レーザー/超解像度
顕微鏡（ZEISS）、バーチャルスライドスキャナ
（NanoZoomer 2.0-RS、浜松ホトニクス）が利
用可能である。当ユニットは原虫学分野の矢幡が
担当している。

●電子顕微鏡を用いての主な研究としてウイルス、原
虫、細菌など、あらゆる病原体自体の微細構造の解
析のみならず、免疫組織化学的手法を含む新しい手
法を用いて、病原体と宿主との相互関係について超
高倍率の直接観察による解析を行っている。共同利
用機器として、透過電子顕微鏡および走査電子顕微
鏡（共にJEOL）、高圧凍結装置（LEICA）、超ミクロ
トーム（LEICA及びREICHERT）、真空蒸着機器、
親水化処理装置、オスミウムプラズマコーターなどが
利用可能である。当ユニットは坂口が担当している。
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　2014年4月、熱帯医学ミュージアムは旧原研2号
館の1階部分に移転し、展示面積はそれまでの1.5
倍に拡大した。展示はプロローグ、寄生虫学、細菌
学、ウイルス学に大別され、熱帯地域で頻繁に興る
疾病に関する約80枚の概説パネル、顕微鏡病態映
像、モニターの動画、病原体媒介動物の標本や模型
などを用い、それぞれについて詳しく解説している。
日本国内のみならず、海外からの来場者も多いた
め、英文のパネル解説をタブレットに導入し対応し
ている。また、高度安全実験(BSL-4)施設の模型
や、そこで使用される防護服を展示し、BSL-4施設
に関する理解の醸成につとめている。
　当室は、主に以下の3つの任務を備えている。

●熱帯病に関する概説パネルを初めとして、寄生
虫、細菌、ウイルス、病原媒介昆虫、危険動物などの
標本、映像資料、書籍等を展示・保存している。ま

た、視聴覚コーナーでは、80インチの大画面で、吸
血中の蚊の様子などを見ることができる。収集され
た資料は数千点におよぶ。

●2018年度の基盤整備によってサーバ及びネット
ワーク機器の更新を行い、仮想化技術と冗長性を
持った安全で各種の要求に対応するIT環境を熱
帯医学研究所および海外拠点の研究者に提供し
ている。

●当室教授の奥村は、ラオス人民共和国とギニア共
和国を調査フィールドとして、感染症、健康希求行
動、栄養など種々の疫学情報を入手し、分野横断的
に小児の健康に及ぼす要因を明らかにする研究を
実施している。
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2. Camara et al., Trans. Roy. Soci. of Trop Med & Hyg., 
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NBRCに引き継がれ、現在、保有している793株の
原虫のうち、約半数をリソースとして提供できる体

制となっており、これまでに、延べ807件のリソー
ス提供実績がある。NBRCでは、以下のサービス
を請け負うことにより、原虫感染症と病原性原虫の
研究と教育を支援している。（１）国内の原虫株保
有者からの原虫株情報を収集してウェブサイトで公
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に退職を控えた研究者からの原虫株の寄託受け入
れ。（４）これら原虫株の維持・管理。（５）当室で
作製した原虫標本の医学教育機関への提供。また
NBRCはリソースの付加価値向上や保存技術等の
開発を実施し、より一層の質の向上を図っている。
提供可能な原虫株の詳細は下記ウェブサイトにて
公開されている。

　http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nbrc/
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であり、世界中で10億人以上がその影響を受け、
個人と地域の貧困状況の長期化や地域経済への負
の影響が問題となっている。
　1998年の橋本首相（当時）が中心となり寄生虫
対策への取組への宣言（橋本イニシアティブ）がな
されたバーミンガムG8サミット（イギリス）以降、
次第に国際的な対策への気運が高まり、2012年の
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の国際官民パートナーシップの構築と2020年まで
のNTDs10疾患の制圧の共闘に関する共同声明
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会決議での17疾患を統合したNTDsとすることの
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導し、「橋本イニシアティブ寄生虫対策プロジェク
ト」や「太平洋地域フィラリア症対策プログラム」
などこの領域の主要なプログラムを支援してきた。
しかし、それらは未だ十分とはいえず、日本を代表
する熱帯感染症研究センターとして、熱研は、対策
に資する有効な研究・開発実施に関しての先導的
役割を果たす義務を負っている。また、日本発の
NTDsに関する研究成果や対策活動が国際的に十

分活用･周知されていないことからも、その成果を
国際社会に発信し、研究成果の効果的な活用の道
を開く役割も果たす必要がある。そこで、この領域
の研究活動を産学官民が連携し、医薬品開発研究
を推進させるメカニズムとしての機能とNTDsに関
する研究･活動成果を国内外と共有するための組織
･団体を繋ぐネットワーク機能を果たすセンターを
2016年度、所内に開設した。
　NTD対策に必要となる医薬品開発研究を推進す
るための外部資金獲得に向けた戦略的活動や教育
コース（研究倫理、医薬品開発、医療経済学）、シ
ンポジウム、セミナー等の運営、国内外のNTDsに
関する研究･活動を行う組織団体をネットワーク化
させるためのネットワーク構築に向けての活動を展
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された共同利用・共同研究拠点「熱帯医学研究拠
点」の国内設備として所外からの利用にも対応して
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シーケンサー、次世代シーケンサー、リアルタイム
PCRシステム、核酸質量分析計による遺伝子多型
解析システムなどの遺伝子解析用機器、フローサイ
トメーターなどの細胞機能解析用機器、蛍光発光
画像撮影装置などのイメージング解析用機器、ま
た、Luminexビーズアレイ解析装置、蛍光発光マ
ルチラベルカウンターなどが設置されている。ま
た、研究一般を支援する設備として、超純水作製装
置、超遠心機、凍結乾燥機、SpeedVac、フレンチ
プレス、Bioruptor、液体窒素試料保管庫、高圧蒸
気滅菌器、低温室、暗室などが整備されている。分
子細胞生物学ユニットは、これらの機器の管理・利
用補助を担当している。当ユニットは菊池が担当し
ている。

●光学的手法を用いて分子局在や形態の変化を
静的・動的に解析することにより､病原体の細胞
への感染成立機構等を明らかにし、治療・予防
法の開発に資する研究を支援する。2015年4月
に開設された長崎大学ニコン感染症イメージン
グ・コアラボラトリーの管理・利用補助を主に担
当する。共同利用機器として、共焦点レーザー/
蛍光顕微鏡（Nikon）、イメージングフローサイト
メーター（MERCK）、共焦点レーザー/超解像度
顕微鏡（ZEISS）、バーチャルスライドスキャナ
（NanoZoomer 2.0-RS、浜松ホトニクス）が利
用可能である。当ユニットは原虫学分野の矢幡が
担当している。

●電子顕微鏡を用いての主な研究としてウイルス、原
虫、細菌など、あらゆる病原体自体の微細構造の解
析のみならず、免疫組織化学的手法を含む新しい手
法を用いて、病原体と宿主との相互関係について超
高倍率の直接観察による解析を行っている。共同利
用機器として、透過電子顕微鏡および走査電子顕微
鏡（共にJEOL）、高圧凍結装置（LEICA）、超ミクロ
トーム（LEICA及びREICHERT）、真空蒸着機器、
親水化処理装置、オスミウムプラズマコーターなどが
利用可能である。当ユニットは坂口が担当している。
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館の1階部分に移転し、展示面積はそれまでの1.5
倍に拡大した。展示はプロローグ、寄生虫学、細菌
学、ウイルス学に大別され、熱帯地域で頻繁に興る
疾病に関する約80枚の概説パネル、顕微鏡病態映
像、モニターの動画、病原体媒介動物の標本や模型
などを用い、それぞれについて詳しく解説している。
日本国内のみならず、海外からの来場者も多いた
め、英文のパネル解説をタブレットに導入し対応し
ている。また、高度安全実験(BSL-4)施設の模型
や、そこで使用される防護服を展示し、BSL-4施設
に関する理解の醸成につとめている。
　当室は、主に以下の3つの任務を備えている。

●熱帯病に関する概説パネルを初めとして、寄生
虫、細菌、ウイルス、病原媒介昆虫、危険動物などの
標本、映像資料、書籍等を展示・保存している。ま

た、視聴覚コーナーでは、80インチの大画面で、吸
血中の蚊の様子などを見ることができる。収集され
た資料は数千点におよぶ。

●2018年度の基盤整備によってサーバ及びネット
ワーク機器の更新を行い、仮想化技術と冗長性を
持った安全で各種の要求に対応するIT環境を熱
帯医学研究所および海外拠点の研究者に提供し
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　以下の趣旨、目的のもと、熱帯医学研究所人道
支援調整室が２０１６年に設置された。初代室長は
国際保健学分野の山本が併任することとなった。
設置後、熱帯医学研究所からは、２０１７年４月に
発生した熊本地震後の人道支援ニーズ把握及び支
援のため人員を派遣し、またアフリカコンゴ民主共
和国で流行が見られた黄熱病へ国際緊急援助隊感
染症チームの一員として人員を派遣した。

　人道支援室は、主として熱帯地域、開発途上国、
あるいは我が国を含むその他の国、地域において
発生した大規模災害（自然災害、人為的災害等）に
対して、緊急支援活動を行うとともに、支援活動に
携わる人材の育成、研究、国内外ネットワークの拠
点となることを目的とする。

●人道支援調整室は熱研内に設置する。
●１名の兼任室長（教授）、その下に事務局を
置く。
●上記目的に関する、情報収集、発信、国内及び国
際的ネットワークの構築、研究等を行うと同時
に、機動的に人的貢献を行う。

　長崎大学熱帯医学研究所は、２０１０年のハイチ
大地震、及び同年のハイチのコレラ大流行、２０１１
年の東日本大震災、２０１４年の西アフリカにおけ

るエボラ出血熱の流行、２０１５年のネパール大地
震等に、所員を派遣しており、人道支援分野におけ
る国内リーディング機関の一つとなっている。
　独立行政法人国際協力機構（JICA）は、２０１４
年に西アフリカで発生したエボラ出血熱の発生等を
受け、感染症対策チームの設立を２０１５年１０月に
決定した。国際緊急援助隊感染症対策チーム（注１）の
国内支援には、東北大学、国立感染症研究所、国
立国際医療研究センターと共に、長崎大学が積極
的に参加することとなった。

　診療科としての歴史は、昭和42年6月16日に長
崎大学医学部附属病院に熱帯医学研究所内科（熱
研内科）として増設された20床に始まり、現在の臨
床感染症学分野が、熱研における唯一の臨床教室
として、長崎大学病院国際医療センター1階に一般
病床および結核病床の診療を担っている。同診療
科は、感染症内科として、熱帯感染症やHIV感染を
含む全身感染症、呼吸器感染症、その他不明熱な
どの診療を行っている。また、他科より年間約500
症例の患者紹介があり、積極的に感染症のコンサ
ルタント診療を行っている。週2回の外来では、感
染症内科外来に加えて、海外渡航者のための旅行
外来も実施しており、オルファンドラッグである各

種熱帯感染症治療薬の供給も行っている。
　教育面においては、医学部生のベッドサイド実習
と各種臨床講義及び大学院生の研究指導を行ってい
る。卒後臨床研修においては、前期臨床研修医を随
時受け入れ、一般内科医としての基本を身につけさ
せるための指導、また後期臨床研修医に対しては感
染症分野の専門医を育成している。平成18年4月よ
り、熱帯医学修士課程の一環として熱帯病疾患の臨
床カンファレンス（英語）を定期的に開催している。
さらに、熱帯病への知見を深めるため平成20年から
はフィリピンサンラザロ病院、ベトナムバクマイ病院
感染症病棟と連携し、同病院へ臨床医を中～長期派
遣して熱帯病症例の経験を蓄積している。

附属施設

人道支援調整室

長崎大学病院
診療科

大学病院医局集合写真

室　　長 山本　太郎

教　　授

准 教 授

講　　師

助　　教

助　　教

非常勤講師

有吉　紅也

森本　浩之輔
山梨　啓友
（病棟医長・総合診療科兼務）　

高橋　健介（医局長）
泉田　真生（外来医長）
古本　朗嗣
（長崎労災病院）
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　熱帯医学研究所の主要定期刊行物には以下のものがある。

１）「長崎大学熱帯医学研究所年次要覧」：和文。1964年か
ら発行（1971－1979年は合冊）。熱帯医学研究所の当該
年度の組織、研究活動、研究成果を記載。1999年（平成
11年度版）よりPDFファイルをホームページで公開。

２）総合パンフレット「長崎大学熱帯医学研究所概要」：和文。
1977年から毎年発行。熱帯医学研究所の組織及び分野等
の研究活動をカラーページで紹介。2001年（平成13年度
版）よりPDFファイルをホームページで公開。

３）英文総合パンフレット「INSTITUTE OF TROPICAL 
MEDICINE NAGASAKI UNIVERSITY」：英文。1977年
から毎年発行。PDFファイルをホームページで公開。

４）共同研究報告書：和文。1989年から毎年発行。全国共同
利用研究所としての活動を毎年報告。2017年作成（平成
28年度実施分）よりPDFファイルをホームページで公開予
定である。

熱帯医学研修課程

　本研修課程は、熱帯医学に関する短期研修コースである。熱帯医学の研究または、熱帯地での保健医療活動に実
際に従事している者、或いはしようとする者に対し、熱帯地における医学的諸問題についての現代科学に基づく基礎
的知識の習得、またその応用に必要な技術の研修を行うコースである。1978年度（第１回）に定員10名として開設さ
れたが、2000年度からは定員が５名増加し15名となった。また2016年度より医療従事者に加え、グローバルヘル
ス関連技術開発を行う研究者等にも門戸を開いた。2018年度（第41回）まで543名の修了生（医師199名、看護
師、保健師、助産師、薬剤師など344名）を輩出してきた。全国からの応募者を対象に所内の教員、および多数の所
外講師・所外運営委員の協力を得て運営されている。本研修課程は期間を４月から６月までの３ケ月（13週）とし、カ
リキュラムは、ウイルス学、細菌学、原虫学、寄生虫学、病害動物学、病理学、免疫遺伝学、疫学、人類生態学、社会医
学、臨床医学の広きにわたり、１）講義、２）実習、３）野外実地研修によって構成される。また特別講義では、熱帯地
の風土・文化・医療活動の実態等がとりあげられる。この研修の全課程を修了した研修生には、修了証書および英文
のディプロマが授与される。
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熱帯医学研究所

○ＪＲ長崎駅から
　▶路面電車 「長崎駅前」（赤迫行き）→「原爆資料館」下車 → 徒歩
　▶長崎バス 「長崎駅前」（８番系統下大橋行き（医学部経由））→「医学部前」下車

熱帯医学研究所
国立大学法人 長崎大学

所在地　〒852-8523　長崎市坂本１丁目 12-4
ＵＲＬ　http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

研究所までの道順

○ＪＲ浦上駅から
　▶路面電車 「浦上駅前」（赤迫行き）→「原爆資料館」下車 → 徒歩

○長崎空港から
　▶県営バス 「長崎空港４番のりば」（長崎駅前行き（昭和町経由／昭和町・住吉経由））→
 →「浜口町」下車 → 徒歩

熱帯医学研究所
国立大学法人 長崎大学


